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平成19-20年度エゾシカ狩猟における輪採制の結果 

 

北海道環境科学研究センター 

道東地区野生生物室 車田利夫 

 
１．はじめに 

 知床世界自然遺産地域に隣接する地域は、羅臼町及び斜里町側ともに一般狩猟が可能な地域である

が、この地域でのエゾシカ狩猟は、知床半島エゾシカ保護管理計画に基づく、遺産地域隣接地区にお

ける個体数調整事業として位置付けられている。平成 19 年度及び平成 20年度には、この隣接地区
での狩猟に道内で初めて輪採制が導入された。輪採制は、エゾシカの学習効果による捕獲効率の低下

を防ぐために考案された狩猟システムである。ここでは、両年度の捕獲結果を報告するとともに、輪

採制の効果について検証する。 
 
２．方法 

 羅臼町及び斜里町をそれぞれ 2 つ又は 3 つの地区に区分し、斜里の一部を除く各地区では狩猟期
間中に 1 週間から 2 週間程度の禁猟期間を複数回設定するとともに、狩猟者が出猟しやすい環境を
維持するため、同じ町の地区では禁猟期間が重複しないようにした（図１）。両年を比較すると、斜

里町では可猟期間の長さや時期に若干の違いがある程度だが、羅臼町での大きな変更点として、平成

19年度には 1つであった B地区を平成 20年度には 2地区に分割したこと、禁猟期間の長さを平成
20年度には半分の約 1週間としたことが挙げられる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．知床半島基部における輪採制の区域及び可猟期間 
 

３．結果 

両町における平成 16年度から平成 20年度までの間の狩猟結果を図２及び表１に示す。羅臼町に
おける平成 19 年度以降の狩猟努力量は、輪採制実施前とほぼ同程度であった。捕獲数は平成 19年
度は例年並みであったが、平成 20年度は過去 5年間で 2番目に少なかった。CPUEは平成 19年度
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は例年並み、平成 20年度は過去 2番目に低く、B1地区と B2地区の差が大きかった。斜里町の輪採
制以降の捕獲数及び狩猟努力量は平成 16年度よりは少なかったものの、他の輪採制前の年度とほぼ
同じか多かった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２．知床半島基部の羅臼町及び斜里町における 2003年度から平成 20年度までの間の狩猟結果 
 

表１．知床半島基部の羅臼町及び斜里町における 2003年度から平成 20年度までの間の狩猟結果 
 
 
 
 
 
 
 
平成 19年度及び平成 20年度における任意の期間（約 1～2週間）ごとの両町の狩猟努力量の推移

を、平成 16年度から平成 18年度までの 3年間の平均値の推移と比較した（図３）。平成 19年度の
羅臼町では、B地区が禁猟となった 11月及び 12 月の前半の狩猟努力量が例年を大きく下回ってい
た。平成 20年度の同じ時期の狩猟努力量は例年よりは少なかったものの、平成 19 年度ほどの大き
な差ではなかった。平成 19年度の斜里町では、D地区への狩猟努力量は極端に少なかった 1月後半
を除きはほぼ例年並みであった一方、D 地区と交互に解禁となった C 地区の努力量は例年の同時期
の D地区への努力量を上回っていた。平成 20年度の狩猟努力量の推移は、輪採制実施前とほぼ同じ
であった。 
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図３．羅臼町及び斜里町における狩猟期間中の狩猟努力量の推移 
 

 
平成19年度及び平成20年度における約1週間の任意の期間ごとの各地区のCPUEの推移を、2004

年度から 2006年度までの 3年間の平均値の推移と比較した（図４）。従来から可猟区であった地域
における輪採制採用前後の CPUE の推移の比較からは、輪採制の効果を評価できるような特徴的な
傾向は見出せなかった。しかし、斜里町の C地区では、平成 19年度及び平成 20年度とも共通して
禁猟期間を挟むと捕獲効率が回復する傾向がみられた。また、平成 19年度には、約 2週間の可猟期
間の全てにおいて前半より後半の捕獲効率が低下しており、平成 20年度においても、差は小さいも
のの同様の現象が生じていた。 
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図４．羅臼町及び斜里町の各地区における狩猟期間中の CPUEの推移。上は平成 16年度から
平成 18年度までの間の平均値と平成 19年度、下は平成 16年度から平成 18年度までの
間の平均値と平成 20 年度との比較。灰色の期間は輪採制実施年度において禁猟期間であ
ることを示す。 
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４．考察 

輪採制は狩猟の機会を従来より制限するものであるため、狩猟努力量が減少する可能性もあったが、

羅臼町における平成 19年度以降の狩猟努力量は輪採制実施前とほぼ同程度が維持されていた。しか
し、平成 19年度は 11月から 12月の間に限ると狩猟努力量は例年より減少した。これは羅臼町の 2
地区がそれぞれ充分な面積を持っていなかったことと、その中でも実際に猟ができる地域が限定され

ていたことから、輪採制以前に町全域に投資されていた全ての狩猟努力量をその期間中は片方の地区

だけでは吸収できなかったためと考えられる。この結果及び地元狩猟者等の意見を反映し、平成 20
年度にはB地区をさらに 2分割し、羅臼町では 3地域のうち常に 2地域が可猟となるよう設定した。
平成 20年度の同じ時期の狩猟努力量が平成 19年度ほど大きく減少しなかったのは、その効果と考
えられる。一方、羅臼町における捕獲数は、平成 19 年度は例年並みもしくはより多かったものの、
平成 20年度は大幅に減少し、過去 5年間で最も少なかった。この年の狩猟努力量は例年並みであっ
たため、特に B地区の捕獲効率の低下がその主な原因と考えられた。平成 19年度から平成 20年度
にかけての羅臼町の狩猟規制の大きな変更点は、B 地区を 2 つに分割したこと及び禁猟期間を 2 週
間から 1 週間に短縮したことである。捕獲効率の低下はこれらの変更に起因する可能性もあるが、
ここではそれを検証することはできなかった。ただし、捕獲効率は、特に積雪などの条件の影響も強

く受けるため、平成 20年度における狩猟規制の変更以外にも原因があった可能性がある。今後、地
元狩猟者への聞取りなどから、平成 20年度猟期の状況を確認し、その原因を明らかにする必要があ
る。 
斜里町では、前年度まで禁猟地域であった C地区が輪採制が始まった平成 19年度から可猟区とな

ったため、狩猟者の行動などがそれまでと大きく異なったと考えられ、輪採制前後の捕獲結果等の比

較による輪採制の効果検証は困難である。しかし、羅臼町同様に、以前とほぼ同じ狩猟努力量と捕獲

数が維持されていることから、少なくとも輪採制の導入が捕獲結果に負の影響を及ぼしたことはなか

ったと言える。平成 19年度の 1月後半に D地区の狩猟努力量が極端に少なかったのは、地元狩猟者
への聞取りの結果、施業の都合から D 地区の主な猟場である国有林の一部地域への入林が制限され
ていたためであることが判明している。D地区における狩猟期間中の捕獲効率の輪採制実施前後での
比較からは、禁猟期間の有無による捕獲効率の違いは検出できなかった。しかし、C地区については、
輪採制前との比較はできないものの、禁猟期間の存在によって捕獲効率が回復すること、可猟期間が

2週間続いた場合、捕獲効率の低下は 1週間程度経過した時点で始まっていることが示唆された。 
以上のように、過去 2 年間の知床半島基部における輪採制の結果から、輪採制を採用しても狩猟

努力量は維持されることが確認され、また、禁猟期間は捕獲効率の回復に効果があることが示唆され

た。しかし、特に捕獲効率は様々な要因の影響を受けることから、輪採制の効果を正しく検証するた

めには、今後も知床半島基部での継続による情報の蓄積と、条件の異なる他の地域などでの実施が求

められる。 


